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表紙

本マｰンオフィオライト:アラビア半島の東端に位置す

るオマｰンは,国土の大都分を砂漠が占める回教国であ

る.この国はまた地質の研究者にとって,海岸沿いに分

布するオマｰンオフィオライトでよく知られている.か

つてアジア大陸とアフリカ･アラビア半島の両大陸が衝

突したとき,その間にあったテｰチス海の海洋底が陸に

押し上げられたのが,このオマｰンオフィオライトであ

る.写真では,オフィオライトメンバｰの最下都を構成

するハルツバｰシャイトが見えている.このハルツパｰ

シャイトの上位には,ダナイト,層状ガブロ,塊状ガブ

ロ,層状岩脈群,枕状溶岩の各オフィオライトメンバｰ

が連続的に分布し,この地域は海洋底の断面を直接地表

で観察できる世界有数の場所である.

(文と写真:燃料資源部鈴木祐一郎)
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